




























































































































































































































































マル公国土木建築局長のクドレー(Clemens Wenzeslaus Coudray. 1775-


























































　部屋の窓のシャッターを上げてくれ(Macht doch den Fensterladen in der
　Stube auf, damit mehr Licht hereinkomme!）」と。これが私の聞いた最後
　のことばでした。ただ呼吸が詰まって止まったので死んだと分かりまし
　た。ひきつりも痙攣もなく，これ以上望めないほど安らかな死でした。
(Goethes Gesprdche.hg. V. Flodoard von Biederaiann, erganzt ｖ. Wolfgang












(Bettina von Amim. 1785-1859）の『ゲーテとある子供との文通』（Ｇｏｅthe'ｓ







　うに窓のシャッターを上げよ」と。( Licht war seine letzte Forderung, eine








な報告についての考察の中で, ,,Lichtwar seine letzteForderung ‥･damit


































shuttersthat more light may come into the room.' These were hislast words -
prophetic, like his life.{Characteristics of Goethe from the German of Falk,
von Miillerand others. London 1833. vol. 3. 93 Not)17'
し込む」(eindringen)の違いが見受けられる。それに前者では「私の聞い


























ラー(Karl Wilhelm Miiller. 1801-1874）は，ゲーテの死の直後，『ゲーテの
最後の文学活動と外国との関係と逝去』(Goethe's letzte literarische Thdtig-
































den zweiten Fensterladen in der Stube auch auf, damit mehr Licht herein-




































































































































お手々をくれ(Komm, mein Tochterchen, setze Dich ganz nahe und gib mir
ein Pfotchen!）”であった」（S.80）とし，この終局場面に，最後までのエロ























































































ーの生涯』(Henry Ｗ. Nevinson : The Life of Friedrich Schiller. London 1889)
で，シラーの最後の要請はゲーテと同じく光であったことを取り上げ，ま




(Caroline von Wolzogen : Schillers Leben, verfafitaus Erinnerungen der Fa-













































G. Robertson : Goethe. London 1927）が言うように，ゲーテは一生を通じて
常に「もっと光を」求め続けた，あるいはゲオルク・ヴィトコフスキー
(Georg Witkowski : Goethe. Leipzig 1 899)が言うように，ゲーテは一生を
－266（33）－
通じて「人類に大きな光をもたらす人」であった，あるいはまた，パウル
・フィッシャー(Paul Fischer : Goethes letぴes Lebensjahr･. Weimar 1931)が,
ゲーテは「もっと光を」とは言わなかったと認めた上で言うように，「ゲ
ーテの全生涯は，自己の内心における，より多くの光と，より多くの駄駄
としたエネルギーを求めての偉大な戦い，彼を取り巻く，また彼のほうへ
やってくる人類を照らす，より明るい，より暖かい光と愛と生命の光線を
求めての偉大な戦いであり，彼は類稀なほど力を尽くし，誠実にこの戦い
を遂行し，類稀な成果を収めた」（S.165）55）のである。こうしたことばが
ゲーテ以上に当てはまる詩人はいないであろう。「もっと光を」は，偉大
なゲーテの臨終にふさわしいことばであるからこそ，ゲーテの最期のこと
ばなのである。ゲーテの実際の臨終の床から離れて，独り歩きをした「も
っと光を」は，いわば既に一種の伝説，創作神話の領域に入っていると言
えよう。それは経験的歴史的事実を超えるものであって，こうした最期の
ことばの真偽を問うことには，神話の真偽を問うことと同様，あまり意味
はない。「もっと光を」は，臨終の床での日常経験的な意味の真実ではな
く，ゲーテの死に方からゲーテの生き方を汲み取ろうとする，後世の文化
人の集団意識の中で生み出された独自の真実であり，ある意味ではほんも
の以上の魅力ある霊気に包まれているのである。その裏づけはゲーテの生
涯が，あるいはゲーテの生涯に学ぶべきわれわれがするのである。最期の
ことばの正当性は，そのことばが秘めた当該人物の生にとっての，ひいて
はまたわれわれの生にとっての意味にある。最期のことばの真実は，むし
ろわれわれがその人物をどう解釈し，その人物から何を学ぼうとするかに
関わる問題である，と言えるであろう。
－265（34）－
［あとがき］
　本稿は，平成９年11月８日富山県民会館で行なわれた日本ゲーテ協会主
催の「講演と映画の集い」での講演『「もっと光を」の虚実　一最期のこ
とばとは何かｰ』及び，第22回成城大学公開講座の一つとして平成９年
11月15日に行なった講演『最期のことばの虚実』の草稿を基にして，これ
らをまとめて論文調に加筆・訂正したものである。原稿の作成に当たって
は，注に挙げた参考文献の中，とりわけハーヴァード大学教授カール・Ｓ．
グートケ氏の著書・論文に負うところが多かった。また，資料の提供・貸
与・閲覧・複写については，多くの先輩・同僚・知人のお世話になったが，
就中，東京ゲーテ記念館，学習院大学，東京大学教養学部，慶応大学，愛
媛大学各図書館・研究室のご好意を仰いだ。これらの方々や諸機関関係者
に対し，ここに改めて深く感謝申しあげたい。
－264（35）－
